
ＡＱパイル工法ＡＱパイル工法

技術説明



ＡＱパイルＡＱパイルとはとは

1)支持力の向上を目的とした螺旋状の翼と、

2)杭周辺地盤を補修するための特許機構と

3)施工性･貫入性能向上のための特殊部材を

先端部に取り付けた鋼管杭です。

の意味は、フランス語が語源です
はaile(翼)、 はqualite(品質)の頭文字です。

ついでにAile D'angeは”天使の翼“

ＡＱパイルの施工と同時に周辺地盤にモルタル系の

「地盤補修液」を添加・攪拌し、一工程で「補修地盤」

を築造する特許工法です。

ＡＱパイルＡＱパイル工法工法とはとは



Ｎ値50以上の 一軸圧縮強度quは

地盤補修液の１週強度は土丹の倍以上有ります。
決め手は、配合材量とその割合(セメント120kg＋ミクロサンド25kg＋水95kg)。

更に品質確認のために、１日１回の試料を採取して、強度を確認しています。

セメント＋ミクロサンド＋水 からなる
モルタル系の地盤固結材です。

地盤補修液とは

地盤補修液の１週強度quは、



補修地盤とは

→周面摩擦力向上のために

杭周面の乱れた地盤を地盤補修液が

在来地盤強度程度以上まで補修。

地盤補修液を周辺地盤へ注入・攪拌

する方法は特許取得の工法です

• 目的・・・・

• 築造方法・・・・

→先端支持力の安定のために
拡底翼下部の空隙を充填・補修。

施工時の乱れを補修した地盤です



杭掘り出しによる補修地盤の築造状況確認(実物)

フェノールフタレイン溶液の吹付け
により補修地盤が杭先端まで築造
されていることを確認しました。



補修地盤と杭(鋼管)との良好な密着度

周辺地盤は上部(砂質土)下部は粘性土(シルト)



貫入性向上のために考案した斬新な杭先端部貫入性向上のために考案した斬新な杭先端部

拡底翼は杭軸方向に隙間のない円形。
荷重を均等に分散させます。



ボーリングビットをモチーフにした掘削性抜群の先端ボーリングビットをモチーフにした掘削性抜群の先端

ボーリングビットをモチーフにした３種類の掘削刃が３段階で削孔し、実際の施工
でもＮ値50以上の砂礫層を１ｍ以上及び土丹を１DW以上貫入させました。



・ は貫入時に、掘削刃への として働くた
め、貫入性能が向上しました。

・ の配合が、掘削土の流動性を向上させ周辺
地盤との攪拌率を高めると同時に として働くため
貫入能力が更に向上しました。

ボーリング削孔技術の更なる応用

貫入度を高めた施工には、先端形状だけでなく
地盤補修液の次なる役割があります

注)全ての地盤条件で適合するとは限りません

・なお、一般的に、翼付鋼管杭は貫入時に翼下の地盤を締め固める効果(残留強度)が
あるため、大きな支持力が得られます。それが逆に貫入性能に対しては災いします。
そのため貫入性能が高い杭は、一見先端支持力が小さくなるような結果になります。
でも、本来の地盤強度を評価した結果ともいえます。



工法特許－地盤補修液の周辺地盤への注入方法－



１） 長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力 (kN)

・・・・・・（ⅰ）

・・・・・・（ⅱ）

ここで、（ⅰ）、（ⅱ）式において

α ：くい先端支持力係数 （砂質地盤、礫質地盤 α＝195 ） （粘土質地盤 α＝190 ）
β ：砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 （ β＝3.5 ）
γ ：粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 （ γ＝0.4 ）
Ｎ ：基礎ぐいの先端付近（くい先端位置より下方に１Dw（Dw：拡底翼径）、上方に１Dwの範囲）の地盤(地震時に液状化の

恐れのある地盤を除く)の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) ただし、Ｎの範囲はＮ≦50 とする。
また、Ｎ ≦2 の地盤に適用する場合は、3階建て以下､高さ13ｍ以下､延べ床面積500m2以下の小規模な建築物や
建築基準法施行令第138条第1項の規定に該当しない小規模な工作物。※ここでの「地震時に液状化するおそれのある地
盤」とは、「建築基礎構造設計指針（日本建築学会：2001 改定）」に示されている液状化発生の可能性の判定に用いる指標値（ FL 値）
により、液状化発生の可能性があると判定される土層（F L値が１以下となる場合）及びその上方にある土層を言う。

Ap ：基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡)
Ap = π・D2／4 ＋ 0.5・（π・Dw2／4 － π・D2／4 ） ここで、Dはくい径、Dwは先端翼径。

Ｎs：基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化の恐れのある地盤を除く)のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の
平均値(回) 但し、Ｎs の範囲は 5≦Ｎs ≦20 とする。5未満のときは摩擦力を考慮しない。

Ls ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(ｍ)
qu ：基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化の恐れのある地盤を除く)のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(kN/㎡)

但し、qu の範囲は25≦qu≦60(kN/㎡)とする。25 (kN/㎡)未満のときは摩擦力を考慮しない。
Lc ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(ｍ)
Ψ ：基礎ぐいの周囲の有効長さ(ｍ)

Ψ= π・D

２） 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力 (kN)



・適用する建築物の規模

・基礎杭の先端付近の地盤の種類

砂質地盤 礫質地盤 粘土質地盤

・基礎杭の周囲の地盤の種類

砂質地盤 粘土質地盤
(腐植土・液状化の恐れのある地盤は除く)

延べ面積 50,000㎡以内。



施工に必要な設備



トラック式杭打ち機（建柱車）で施工可能、そのため、高低差・隣地からも可能。

本施工機には、自動記録式回転計・トルク計が設置されています

ＡＱパイル工法の得意な施工

隣地使用の許可等の事前調査や打ち合わせが必要となります。



ＡＱパイル工法の得意な地盤(4)

・水位変動が大きな地区や腐植土等の分布で、
には杭本体の として提案します。

ガラ等で杭頭以深を先行掘削するが、地盤の を期待するので、施工後に

場合や、
場合。

注)全ての地盤条件で適合するとは限りません

・杭施工に影響した部分からの地震時の憤砂を避けたい場合。

・ 。
平均Ｎ値10以上の砂質土が10mあれば､それだけで約80kN/本の長期許容支持力です。
平均quが60kN/㎡の粘性土では約55kN/本。(杭径216.3mmの場合)

－－－－－－－－－－－－－－－－－－



－支持力を満足できる杭径だが、支持層が深くて130Dでは杭長が足りない－

最大施工深さ171Ｄを確保。

ＡＱパイル工法の得意な施工(２)

杭材強度の検討が必要です


